
 

  

 

 

 

 

 

 

 

５月２９日（水）に、運営委員８名への委嘱式及び総会・

研修会を開催しました。総会では昨年度の活動報告、本年

度の活動重点や活動計画についての協議を行いました。 

続いて玉島警察署 生活安全課課長から少年非行・被害

の実態やアドバイスをお話しいただき、倉敷児童相談所課

長からは、相談所における相談援助活動の体系や展開につ

いてご講話いただきました。 

また、ゲームをめぐる問題

を含めて情報教育・ネットモ

ラル教育強化の必要性につい

て協議し、小中学校での取組

の様子が紹介されました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 浅口市でも地域をあげて青少年や周囲の意識を高め、青少年健全育成や被害防止に資す

るための啓発として、JR 金光駅・鴨方駅周辺において「街頭キャンペーン」、「強調月間

特別補導」を実施します。関係の皆様のご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

★「街頭キャンペーン」 

    7 月 10 日（水）午前 7 時 30 分～8 時３０分 

        通勤、通学の方に啓発グッズやチラシを手渡しします。 

 

★「強調月間特別補導」 

        7 月 17 日（水）午後 4 時～5 時 

            学校関係の方と一緒に見守り指導を行います。 
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浅口市青少年育成センター運営委員会委嘱状交付式・総会を開催 

～ 見守り活動について ～ 

★ きざしの把握を！ 

ふだんの活動が、何らかのきざしの発見につながる。 

★ 活動のアピールが抑止力となる！ 

見守り活動がなされる、パトロールしている、意識 

高い地域だと認識させる。 

青少年のひとりひとりは家庭、学校・職場、地域社会、加えてネット社会等のエリアを融合

した中で存在しています。周囲の大人達はそれぞれエリア別からの関わりが多く、意識的に意

見の交流、協議、研修、情報連携、行動連携を図る必要が生じます。それらを社会的組織的に

構築し、実践活動を推進していく青少年育成センターの運営、活動に今後もご協力をお願いい

たします。浅口市青少年育成センターホームページの組織図もご覧いただければと思います。 

  ～村下副会長の言葉より～『…大切なのは我々のつながりかもしれません…』 

活動テーマ；インターネットは正しく使おう！ 

浅口こよか 

星海 陸太 

見守り声かけ 

ありがとうご

ざいます！ 

関心と関わり

に感謝してい

ます！ 



 

 

 5 月 22 日(水)に中央公民館において、青少年育成指導員連絡協議会総会を開催しまし

た。総会に先立ち、指導員 20 名の方に教育長から委嘱状が交付されました。 

 山下秀光会長をはじめ指導員の皆様には、多大なご協力ご支援に厚く感謝申し上げます。 

 

 

 総会後の研修会での、玉島警察署生活安全課の柴床課長

のご講話から、一部ですが紹介します。 

� 平成30年岡山県刑法犯少年の非行率は前年より低下したが

全国順位はワースト 3 位。 

� 「刑法犯」の最多は窃盗犯で万引きが半数強。校種別では中、高の順に多い。 

� 「不良行為」での補導は県下では喫煙、深夜はいかいの順に多い。玉島警察署管内では深夜は

いかいが最多で喫煙、飲酒が続く。(H30 年、浅口市は「ぐ犯・不良行為補導者」の内の 13％弱) 

� 「少年の福祉を害する犯罪」での被害者は女子が 85％超。インターネット、SNS を介した性

的な被害が増加しており、高校中学年齢のほか小学生にも見られる。 

   被害者の言葉に(加害者が)やさしかった。相談にのってくれた。…と、心的理由も

みられることから、無関心が一番危険。周囲に相談できる人がいる環境があること、

危険性やいじめの問題に周囲が早く気づくことが大切。とのお話が印象的でした。 

★☆★☆★☆★☆★ 

～岡山県警察本部生活安全部少年課 少年非行防止研究会 H30.12.21 答申より～ 

 

 

大規模アンケート調査を基に非行化要因を分析し、対策を議論して出された提言には、 

 少年自身へのアプローチに加え、少年が向社会的な人々や集団（家庭、学校、地域）

との心理的絆をより多く持てるように働きかけることが求められる。 

とあり、また、調査結果は保護者への家庭内外でのサポートの必要性も示しています。 

 

★ 非行群の特徴を踏まえた少年非行防止対策(心と行動の育み) 

 

 

 

★ 分析調査結果、非行群に見られた生活や意識についての特徴(有意差あり)は 

青少年育成のための留意ポイントを、我々に伝えてくれているようです。  

【個人】生活習慣(睡眠時間や規則性、朝食の有無)/何をしてもうまくいかないと捉える等…自己肯定感の低

さ/セルフコントロール力の低さ、衝動を抑えにくい/心理的ストレス反応が強く、無気力と同時に

怒りも/集中力の低さ/主観的幸福感が低い 【非行性】友達と一緒なら非行行為でもすると思う等

回答 【家庭】親との会話が少ない、直接の会話より SNS の方が多い/朝食やあいさつ等の規律性

が低い/親の威圧的態度、虐待的養育傾向 【学校】友人、担任等との関係や活動への充実感は低

い/夢や進路への思いを強く持てず、授業への意欲等が低い/部活動や塾等への所属者が少ない  

【友人】非行性が高い 【地域】会話、関わりが少ない 【サポート】親,教員からのサポートも 

低く感じている  ★他の特徴…保護者から被害者に謝罪するよう言われる方が、罪悪感意識が高い傾向。 

 

浅口市青少年育成指導員委嘱状交付並びに指導員連絡協議会総会・研修会を開催 

無関心が一番、危険 ～「守り」の心 新たに～ 

人や社会と、良い心理

的絆、つながりを持つ 

 社会化を 

促進する 

 規範意識や自己統制を育成する 

 自己肯定感、セルフコントロール力を育む 
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主な内容 


